
平成２３年（２０１１年）１２月２０日発行－５－　　（２３１号） 議 会 だ よ り

電
力
自
由
化
と
省
・
自

電
力
自
由
化
と
省
・
自
然然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
脱
原
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
脱
原
発
へへ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
はは

購
入
す
べ
き
で
は
な

購
入
す
べ
き
で
は
な
いい

保
育
園
の
待
機
児
解
消

保
育
園
の
待
機
児
解
消
をを

住
民
参
加
で
地
域
防
災
計
画

住
民
参
加
で
地
域
防
災
計
画
のの

抜
本
的
見
直
し

抜
本
的
見
直
し
をを

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
な
る
普
及
推
進

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
な
る
普
及
推
進
をを

施
策
の
効
果
、
妥
当
性

施
策
の
効
果
、
妥
当
性
をを

数
字
で
考
察
す
べ

数
字
で
考
察
す
べ
しし

子
宮
頸
が
ん

子
宮
頸
が
ん
をを

予
防
し
て
い
く
た
め

予
防
し
て
い
く
た
め
にに

（
仮
（
仮
））東
小
金
井
市
政
セ
ン
タ
ー

東
小
金
井
市
政
セ
ン
タ
ー
とと

コ
ン
ビ
ニ
交

コ
ン
ビ
ニ
交
付付

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
命
を
助
け
る
授
業
を
行
う
こ
と
で

自
分
の
命
も
大
切
に
し
他
者
へ
の
思
い

や
り
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
小
中

学
校
で
「
命
を
助
け
る
授
業
」（
心
肺
蘇

生
法
な
ど
学
ぶ
）
を
行
わ
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

充
実
に
つ
い
て
校

長
会
等
で
話
し
て
い
き
た
い
。

　

許
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
な
る
普
及
・
推
進
を

す
べ
き
。（
私
は
、　

年
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

２００５

の
推
進
を
行
っ
て
き
た
が
、
サ
ッ
カ
ー

元
代
表
の
突
然
死
に
更
な
る
普
及
推
進

を
す
べ
き
と
痛
感
し
た
。）契
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
場
所
を
民
間
も
含
め
て
周
知
し
な

い
か
。
形
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

へ
の
貸
出
し
を
行
わ
な
い
か
。
径
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
夜
間
対
応
の
た
め
コ
ン
ビ
ニ
へ
の

設
置
を
行
わ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
対
応
し
て
い
き
た
い
。

形
検
討
し
た
い
。
径
働
き
か
け
た
い
。

■
そ
の
他
に
在
宅
子
育
て
家
庭
の
負
担

感
や
育
児
不
安
の
解
消
の
た
め
「
マ
イ

保
育
園
登
録
制
度
」
を
提
案
し
た
。

篠
原
ひ
ろ
し
（
改
革
連
合
）

　

ム
ダ
遣
い
論
議
が
種
々
交
わ
さ
れ
て

い
る
。
施
策
の
コ
ス
ト
は
費
用
対
効
果
、

妥
当
性
、
高
低
、
赤
字
で
も
必
要
な
施

策
か
、
損
失
か
投
資
か
を
具
体
的
な
数

字
や
結
果
を
考
慮
し
て
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
。
過
去
財
政
上
の
問
題
点
は
人

件
費
過
多
に
あ
っ
た
が
、
職
員
個
々
の

給
与
水
準
や
適
正
数
を
数
字
を
挙
げ
財

政
へ
の
影
響
・
圧
迫
を
論
議
し
、
改
革

の
方
向
性
を
見
定
め
て
来
た
。
い
ま
論

議
さ
れ
て
い
る
芸
術
・
文
化
拠
点
の
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
料
は
自
主

事
業
費
を
除
く
と
約
１
億
９
千
万
円
に

な
る
が
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
満

た
す
体
育
館
と
栗
山
セ
ン
タ
ー
が
合
計

１
億
８
千
万
円
弱
で
あ
る
。
市
民
要
求

を
数
字
を
把
握
し
比
較
検
討
し
て
施
策

を
進
め
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
長　

個
々
の
事
業
の
赤
黒
字
で
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
見
る
の
は
不
適
当
と
思

う
。
質
問
に
同
感
・
理
解
す
る
し
今
後

そ
の
よ
う
に
や
っ
て
行
く
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
子
宮
頸
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
唯

一
予
防
手
段
の
あ
る
感
染
病
で
、
平
成

　

年
４
月
よ
り
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

２３接
種
の
助
成
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
般

的
に
、
子
宮
頸
が
ん
は
性
交
渉
に
よ
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
共
に
自
己
防
衛
と
し

て
の
心
構
え
と
知
恵
を
共
有
す
る
事
と

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
が
必
要
。
契

教
育
委
員
会
と
の
連
携
は
。
形
が
ん
検

診
の
重
要
性
の
周
知
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
対
策
を
検
討
。
形
ワ
ク
チ
ン

と
検
診
の
両
方
を
受
け
る
事
で
予
防
で

き
る
点
を
周
知
し
て
い
く
。

　

許
薬
物
乱
用
防
止
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に

　

福
祉
保
健
部
長　

東
京
都
薬
物
乱
用

防
止
小
金
井
地
区
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
等
と
連
携
し
、
支
援
を
充
実
す
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

指
導
を
充
実
す
る
。

村
山
秀
貴
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
平
成　

年
度
の
竣
工
、
開
設
予
定

２６

で
あ
る
（
仮
称
）
東
小
金
井
市
政
セ
ン

タ
ー
の
契
取
扱
業
務
は
何
か
。
形
中
央

線
の
高
架
化
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡

地
へ
の
新
庁
舎
建
設
計
画
、
コ
ン
ビ
ニ

で
の
交
付
業
務
開
始
な
ど
社
会
情
勢
が

変
化
し
た
。
１
億
円
近
い
初
期
投
資
に

見
合
う
よ
う
費
用
対
効
果
を
考
え
市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
改
善
と
見
直
し
を
。

　

市
民
部
長　

契
証
明
書
交
付
、
転
出

入
等
の
届
出
、
市
税
等
の
納
付
業
務
を

予
定
し
庁
内
検
討
委
員
会
に
て
検
討
中
。

　

市
長　

形
質
問
の
趣
旨
や
問
題
意
識

に
つ
い
て
は
大
方
共
有
し
て
い
る
。

　

許
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
契
戸

籍
証
明
発
行
な
ど
に
拡
大
で
き
た
補
助

金
申
請
を
断
っ
た
理
由
は
。
形
住
基
ネ

ッ
ト
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

　

市
民
部
長　

契
時
期
尚
早
と
判
断
。

　

市
長　

形
情
報
管
理
に
つ
い
て
大
き

な
問
題
は
な
い
。
今
後
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
。

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
契
市
施
設
の
電
力
契
約
の
変
更
に

よ
る
６
月
か
ら
の
節
電
効
果
と
電
力
自

由
化
、
グ
リ
ー
ン
電
力
購
入
の
検
討
状

況
は
。
形
市
民
に
ア
ン
ペ
ア
ダ
ウ
ン
の

効
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
市
施
設
全
体
で
は
前

年
度
比　

・
７
％
の
電
力
削
減
と
な
っ

２０

た
。　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
は　

施
設
。

５０

２１

電
力
自
由
化
導
入
を
進
め
る
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
研
究
。
形
市
民

に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

許
契
長
野
県
飯
田
市
の
お
ひ
さ
ま
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
多
摩
市
等
の
取
組
を
把
握

し
て
い
る
か
。
形
環
境
配
慮
型
住
宅
の

活
用
は
。

　

環
境
部
長　

契
環
境
省
の
モ
デ
ル
事

業
を
契
機
に
市
民
出
資
の
事
業
と
な
っ

た
。
他
市
に
つ
い
て
は
把
握
せ
ず
。
形

市
民
団
体
と
息
長
く
取
り
組
む
。

■
そ
の
他
に
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

の
具
体
的
な
活
用
を
質
問
し
た
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
東
日
本
大
震
災
へ
の
継
続
的
な
支

援
強
化
を
求
め
る
。
特
に
職
員
派
遣
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
強
め
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
対
応
を
関
係
団
体
と
連
絡
を
密
に

末
永
く
行
っ
て
い
く
。

　

許
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
問

う
。「
課
題
解
消
」に
つ
い
て
契
課
題
と

は
何
か
。
形
解
消
の
た
め
に
は
権
利
者

間
の
合
意
が
必
要
だ
が
そ
の
見
通
し
は

あ
る
の
か
。
径
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は

購
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

再
開
発
課
長　

契
登
記
、
権
利
変
換

計
画
、
荷
捌
き
駐
車
場
等
の
専
用
使
用
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
。
形
権
利
者
間
の

管
理
規
約
で
解
消
は
担
保
さ
れ
る
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
は
今
後
、
協
議
が
続

い
て
い
く
。

　

市
長　

径
飛
躍
し
た
結
論
だ
。

■
そ
の
他
に
、
禁
煙
区
域
の
拡
大
や
た

ば
こ
の
「
ポ
イ
捨
て
」
防
止
対
策
の
強

化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
市
内
の
保
育
園
に
入
れ
ず
朝
６
時

に
起
き
て
稲
城
市
の
保
育
園
に
子
ど
も

を
預
け
て
い
る
市
民
が
い
る
。「
定
員

の
弾
力
化
」
と
い
う
国
の
方
針
の
も
と

に
詰
め
込
み
保
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
士
の
全
国
平
均
年
収
は
平

成　

年
に　

万
円
で
全
産
業
平
均
を
下

２０

３２３

回
り
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
も
ひ
ど
い
。
こ

れ
以
上
の
詰
め
込
み
保
育
は
や
め
る
べ

き
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

現
状
は
国
の
基

準
の
範
囲
内
で
あ
り
、
詰
め
込
み
保
育

で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

許
こ
れ
ま
で
の
「
民
間
認
可
保
育
所

の
設
置
を
基
本
と
す
る
」
と
い
う
方
針

が
「
平
成　

年
度
方
針
」
で
は
な
く
な

２３

っ
た
。
市
民
の
願
い
は
認
可
保
育
園
の

増
設
で
あ
る
。
復
活
を
。

　

市
長　

今
回
の
も
の
は
あ
く
ま
で
本

年
度
の
方
針
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
は

国
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
保
育
計
画
の

中
で
立
案
す
る
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

小
金
井
市
も
地
域
防
災
計
画
の
修

正
・
見
直
し
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

契
計
画
の
基
本
を
予
防
対
策
、
減
災
に

置
く
べ
き
。
形
国
や
都
と
の
連
携
・
整

合
性
を
確
保
し
つ
つ
、
市
自
ら
学
び
研

究
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
策
定
し
て

い
く
べ
き
。
径
予
算
措
置
を
伴
う
実
施

計
画
を
確
立
し
て
、
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
べ
き
。
恵
地
域
防
災
計
画
の
検

証
作
業
に
、
住
民
が
参
加
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
。

　

総
務
部
長　

契
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
減
災
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

予
防
対
策
や
初
動
時
の
対
応
が
中
心
的

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
形
様
々
な

防
災
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
努
め
、

災
害
へ
の
対
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
径
実
施
計
画

と
い
う
も
の
も
協
議
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
恵
自
主
防

災
組
織
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
見
直

し
作
業
を
し
て
い
き
た
い
。


